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Hard-Thermal-Loop Resummed
Dyson-Schwinger Equations(Real Time Formalism)
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Spectral Function

Decay Constant

Dispersion Relation

Ｔｈｅｍａｌ Ｑｕａｓｉ-Ｐａｒｔｉｃｌｅの振る舞い
Symmetric Phase （ ）、Landau gauge



Spectral Function











Thermal Mass

Leading

補正後









Dispersion relation

small coupling のとき

ＨＴＬの振る舞いを再現

している







Small Coupling での Decay Constant

ＨＴＬでの振る舞いを再現



Large Coupling での Decay constant

Small αとは係数およびO(1)の値が異なる



まとめ（主な結論）

・ small αでは、（Ｔ≦0.2のとき）ＨＴＬの振る舞いを再現する

・ small αで、p～０のとき ρに 3rd peak が存在する

が大きいためsuppressされる

・ large α または large Tでは

熱的質量が小さくなり、最終的に０となる

・ Decay constant は、（Ｔ=0.1～0.2の範囲で）

small α および large α でともに

と同じ振る舞いを示す（ただし、つながらない）

今後

Running Coupling（QCD） ＆ μ≠0 での解析（実行中）
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